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テクニカルレポートにある『Valence 
App Builder RPG 連携テクニック』で
詳しく紹介しているので、参考にしてい
ただきたい。
　この Valence だが、2020 年 6 月にバー
ジョンアップし、Valence5.2+（プラス）
となった。さらに 2020 年 9 月の本稿執
筆時点では、正式発表前ではあるが、ま
もなく Valence6.0 のリリースも予定し
ている。
　本稿では、Valenec5.2+ 以降の最新
バージョンにおける製品進化ポイントな
らびに開発ツール App Builder の強化
されたアプリ開発テクニックを紹介す
る。

2.  Valence最新バー
ジョンの進化点

　Valence 最新バージョンの主な進化点
は、以下のとおりである。

（1） Valence Portal の機能強化
（2） WebエミュレータFusion5250 の追加

1. はじめに
　Valence は、IBM i を Web 環境で活
用できるモダナイゼーション開発・運用
ツールである。Valence での Web アプ
リ開発は、以前は Sencha と呼ばれる
JavaScript フレームワークを使用する
方法のみであった。
　しかし2018年8月に登場した「Valence 
5.2」 に て、 ロ ー コ ー ド 開 発 ツ ー ル

「Valence App Builder」が追加された
ことにより、アプリの開発効率が飛躍的
に向上した。
　ウィザードを使用したシンプルな 3 ス
テップの作成手法でアプリ開発ができる
ので、簡単なものであれば、ものの数分
でアプリを作成可能である。
　App Builder は基本的にノンコー
ディングで簡単にアプリを作成できる
が、複雑な業務ロジックを組み込みたい
場合は、RPG を組み合わせることもで
きる。
　App Builder の概要および RPG 連携
テクニックについては、2019 年発行の

（3） App Builder アプリ開発機能の強化

　（1）については、Valence Portal の
ユーザー認証機能や権限制御が強化され
た。具体的には、「2 ファクタ認証」に
よるセキュリティ強化と、「NAB 権限」
による App Builder の作成権限制御の
強化である。
　2 ファクタ認証とは従来のパスワード
による認証に加え、利用者個人が所持す
るスマートフォン等の認証アプリを使用
したデジタル認証コードを組み合わせる
ことで、セキュリティを向上させる仕組
みである。Google や Amazon 等でも使
用されているセキュリティ強化の一般的
なアプローチと同じである。【図 1】
　2 ファクタ認証を有効にすれば、たと
え Valence にサインオンするユーザー
ID とパスワードの情報が外部に漏洩し
たとしても、ユーザー本人所持のスマー
トフォン上で、都度発行される確認コー
ドを正しく入力しない限り、Valence に
サインオンできなくなる。
　Valence で機密性の高いデータを扱う
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図2　Valence NAB権限

図1　Valence 2ファクタ認証
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能である。これは、エミュレータ上での
ユーザー操作をスクリプトとして定義し
ておき、コマンド操作を自動化する仕組
みである。　
　 マ ク ロ は JSON 形 式 で 記 述 し、
Valence インスタンス内の IFS 上（/
resources/fusionmacros/）に保管すれ
ばよい。ここではマクロの例として、
IBM i 上の CL プログラムを CALL し、
特定のアプリを起動する例を紹介する。
ここで使用するマクロファイルは、【ソー
ス 1】である。
　マ ク ロ フ ァ イ ル は、「note」「show 
Progress」「steps」という 3 つの要素
で構成される。note は単なるメモで、
動作に影響は与えない。showProgress
は、マクロ実行中の途中画面を表示する、
表示しないを切り替える。false を指定
すると、すべてのマクロが実行されたあ
とに画面が表示される。steps は、実行
する個々の処理ステップである。
　【ソース 1】のマクロは、エミュレー
タの 7 桁目、20 行目、つまりエミュレー
タのコマンド入力ラインにカーソルを
セットし、CL コマンドをタイプしたあ
と、［実行］（ENTER）キーを押下する
という動作を表している。
　Fusion5250 からマクロを実行する方
法は、Valence Portal の［ポータル管理］
→［アプリ］より、新規アプリを追加し、
パス欄に以下の指定を行えばよい。【図9】

/build/production/Fusion/index.
html？macro＝［マクロファイル名］（※
拡張子 .json は記述不要）

　以上で完了である。これで Valence 
Portal 上に、新しいメニューが追加さ
れる。このメニューをクリックすると、
Fusion5250 が立ち上がると同時にマク
ロが実行され、既存の PC5250 アプリが
ブ ラ ウ ザ 上 に 立 ち 上 が る。Valence 
Portal と PC5250 アプリがシームレスに
融合していることがわかる。【図 10】
　なお、今回はマクロを JSON ファイ
ルで直接作成する方法を紹介したが、マ
ク ロ の 記 録 機 能 を 使 用 す る と、
Fusion5250 上の操作を自動記録し、そ
のまま Valence Portal に新たなアプリ
として追加できる。Fusion5250 画面左
下にある［REC］ボタンをクリックす
るだけで記録できるので、試してほしい。

る部品である。会社の受付システム等で
見られるタッチパネルを使って、社員を
選択するような画面が作成できる。【図4】
　一方のタイムラインウィジェットは、
データソースのデータを時系列に並べて
表示する部品である。たとえば、売上日
ごとにどんな商品がよく売れるのか、季
節ごとにどんな商品が売れ筋なのか、な
ど横軸の時系列に対してデータをプロッ
トするようなインタラクティブなタイム
ラインを表示できる。【図 5】
　また最新バージョンでは、新たにアプ
リケーション内で扱えるアプリ変数機能
が追加された。アプリケーション内の複
数ウィジェット間で変数値を共有でき、
さらに RPG で取得した値をクライアント
側で保持することも可能になった。【図 6】
　ほかにもセキュリティ機能の強化や、
スクリプト実行機能、RPG の新しいテ
ンプレートなど多彩な機能強化がなされ
ている（詳細は 4. で紹介する）。

3.  Fusion5250を使
用したアプリの融合

　PC5250 エミュレータを日本語環境で
使用する場合、ホストコードページに

［930: 日本語（カタカタ）］、あるいは［939:
日本語（拡張ローマ字）］を使用するの
が一般的である。ValenceのWebエミュ
レータである Fusion5250 でも、同様に
コードページが指定できる。【図 7】 
　Valence Portal より［ポータル管理］
を起動し、サブメニューより ［ 言語］を
開くと、言語ごとに Fusion5250 で使用
するコードページ設定が表示されるの
で、［930-Japan Katakana Extended］、
あるいは［939-Japan Latin Extended］
を選択すればよい。
　Fusion5250 は、デフォルトでは一般
的なエミュレータと同様に、黒背景・緑
文字が基調のいわゆるグリーンスクリー
ンで表示される。IBM i ユーザーにとっ
てはお馴染みだが、Valence のほかの画
面と比べると異質に感じるかもしれな
い。
　Fusion5250 には、テーマ設定が用意
されている。3 種類から選択できるが、
このうちの［Valence テーマ］は他の
Valence アプリとの親和性がよいので、
こちらを選択するとよい。【図 8】
　Fusion5250 の特徴の 1 つがマクロ機

必要がある場合、この 2 ファクタ認証を
有効にしておくと効果的である。
　次に NAB 権限だが、これは Valence
のユーザー登録に追加された機能であ
る。
　これまでは Valence のグループ設定
により、Valence Portal からApp Builder
メニューを表示する・しないを制御する
ことで、アプリ開発が可能なユーザーを
制限することは可能であった。
　しかし今回、NAB 権限が追加された
ことで、ユーザーごとに App Builder
の作成権限レベルを制御できるように
なった。
　たとえば、管理者があらかじめ用意し
たデータソースを一般ユーザーに提供
し、一般ユーザーにはウィジェットやア
プリケーションの作成だけを許可すると
いった使い方が可能である。あるいは
ウィジェットの作成権限はユーザーに付
与するが、データを更新するためのウィ
ジェット（Edit Grid）は不許可にする
ことで、データの参照目的のみで App 
Builder の作成を一般ユーザーに開放す
るといった使い方もできる。【図 2】

　（2）の Web エミュレータ Fusion5250
は、Valence5.2+ で追加された新機能で
ある。Valence Portal のメニューから
Fusion5250 アイコンをクリックすると、
ブラウザ上で 5250 エミュレータを実行
できる。
　これは従来のクライアントアクセスの
ような専用ソフトに依存せず、ブラウザ
だけで実行できるので、Windows クラ
イアントだけでなく、たとえば Mac ク
ライアントでもエミュレータが利用でき
る。【図 3】
　Fusion5250 は単にブラウザで動作す
るエミュレータというだけでなく、
Fusion5250 という名前が示すとおり、
他の Valence 機能との融合がポイント
である（詳細は 3. で紹介する）。

　（3）は、ローコード開発ツール App 
Builder の強化である。Valence 最新
バージョンでは、新たに 2 つのウィ
ジェットが追加された。「タイル」ウィ
ジェットと「タイムライン」ウィジェッ
トである。
　タイルウィジェットは、データソース上
のデータをタイル形式のパネルに表示す
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図4　タイルウィジェット

図3　Fusion5250
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イルを使用して、物理ファイルである商
品マスタ（MSYHIN）の内容を置き換
える。IBM i には、CPYFRMIMPF と
いうコマンドがあるので、今回はこのコ
マンドを RPG から実行することとした。
　2- ③のように“QCMDEXEC” を使用
すると、RPG から CL コマンドが実行
できる。
　以上で CSV アップロード処理は完成
である。CSV ファイルを使用したデー
タの一括登録は利用頻度が高いと思うの
で、今回の内容をもとに活用してほしい。

　次に、Valence の新しいセキュリティ
機能を紹介する。これを使用すれば、作
成したアプリの中の一部機能を特定ユー
ザーのみ実行可能にできる。たとえば、
先ほどの CSV データ取り込み処理を、
特定のグループ（今回は「経理グループ」

（ID：1010）を例とする）の場合のみ使
用できるように権限設定する。【図 17】 
　セキュリティ機能も、App Builder
の設定と RPG との組み合わせで実装す
る。
　まず App Builder だが、アプリケー
ション作成画面に新たに追加された「セ
キュリティ」ボタンをクリックする。セ
キュリティ設定一覧が表示され、制御し
たい機能に対し任意の名前（機能名）を
付与し、あとは実行したい RPG のプロ
グラム ID を指定すればよい。【図 18】
　【図 18】で指定したプログラムは、
V A L E N C E 5 2 / Q R P G L E S R C

（EXNABSTART）というテンプレー
トを使用して RPG ロジックを作成する。
App Builder で設定した機能名を使用
不可にする場合は、disableFeature を
呼び出せばよい。【ソース 5】
　このサンプルでは、3- ①のように
RPG Toolkit に用意された vvSecurity 
API を使用して、実行中のユーザーが
指定したグループに含まれるかを判断
し、含まれない場合に disableFeature
を実行している。
　なお今回のサンプルでは使用していな
いが、現在実行中のユーザーはこのテン
プレートプログラム内で、gUser とい
う変数に格納されているので、これを使
用することも可能である。

　次に、入力画面等で使用する Form
ウィジェットの新機能を紹介する。ヘル

する SetResponse という API が追加さ
れている。【図 14】
　これにより【ソース 3】のように、ク
ライアントへのレスポンスの返却がより
シンプルに記述できるようになった（た
だし、従来の記述方法でも正しく動作す
る）。
　さらに専用 API になったことで、レ
スポンス結果として、クライアント上の
特定機能を使用不可に変更するような制
御が可能になった。

　次に、ファイルのアップロードについ
てである。旧バージョンの Valence5.2
でも RPG Toolkit を活用することで、
CSV ファイルや Excel ファイルのダウ
ンロードを実装できたが、これまでファ
イルのアップロードはサポートされてい
なかった。
　今回の最新バージョンでは、アップ
ロードできるようになり、画像データの
登録やデータの一括登録などが可能に
なった。今回紹介する例は、商品マスタ
メンテナンスにおける CSV データ取り
込み処理の追加である。【図 15】 
　この例では、ファイルのアップロード
は App Builder にて動作設定を定義し、
RPG プログラムを組み合わせて作成す
る。App Builder では「RPG プログラ
ム呼び出し」を追加し、設定画面を開く。
　そしてプログラム実行前処理として、

「Prompt For User Information」を選
択し、パラメータを追加する。そしてパ
ラメータ名に file、タイプに Upload を
選択すればよい。もしアップロードする
ファイルの拡張子を制限する場合は、さ
らに Valid Extensions に許可する拡張
子を指定する。【図 16】
　そして RPG 側では、Valence に用意
された RPG Toolkit の中にある vvIn を
使用する。【ソース 4】
　アップロード先は、vvIn.path に IFS
ディレクトリを指定する。任意のディレ
クトリを指定可能だが、今回は、2- ①の
ように Valence が保持しているテンポ
ラリーディレクトリ（TEMP_PATH）
を指定している。2- ②のように、vvIn_
file を使用するとファイルがアップロード
される。なお第 2 引数は、常に“＊NULL”
を渡す。
　これでIFS上にファイルがアップロー
ドされるわけだが、今回はこの CSV ファ

　またマクロを使用した Fusion5250
は、Valence Portal からだけでなく、
App Builder で作成するアプリからも
呼び出せる。アプリケーション作成時に、

「動作内容」画面で定義するアクション
として、Fusion5250 を指定する。もち
ろんマクロを含められるのだが、その際
にパラメータとして、ウィジェット上の
フィールド値やアプリ変数の値を渡すこ
ともできる。【図 11】
　つまりウィジェット上で選択したレ
コードのキーをパラメータにして、マク
ロを実行することにより、PC5250 アプ
リ上のキー項目に値を自動入力したり、
RPG 側にパラメータとして値を渡した
りできる。
　 こ の 仕 組 み を 使 用 す れ ば、App 
Builder と Fusion5250 とのシームレス
なアプリ融合が可能になる。【図 12】 

4.  App Builderの強
化されたアプリ開発
機能

　App Builder と RPG との連携例とし
て、商品マスタメンテナンスの登録画面
の作成方法を 2019 年発行のテクニカル
レポートで紹介した。【図 13】
　ここでは、ボタンをクリックしたとき
に実行される RPG プログラムを紹介し
た。ボタンクリックは、VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABBTN）のテン
プレートを使用する。【図 13】のサンプ
ルで作成したプログラムが、【ソース 2】
である。
　 こ の EXNABBTN プ ロ グ ラ ム は、
Valence5.2+ 以降で記述方法が一部変更
された。ポイントは、【ソース 2】の 1-
①〜③の部分である。
　以前は、1- ①のように d 仕様書とし
てプロシージャー宣言が必要だったが、
これは不要になった。以前のバージョン
で作成されたソースを再コンパイルする
際には、この部分を削除する必要がある
ので注意してほしい。
　1- ②、1- ③の部分は、レスポンスを
クライアント側に返却する処理である
が、以前は、vvOut_toJsonPair という
Valence の汎用 API を直接記述する必
要があった。最新バージョンでは、
EXNABBTN 用の専用 API が追加され
ており、その中には、レスポンスを返却
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図6　アプリ変数

図5　タイムラインウィジェット
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のブラウザ上でシームレスに使用できる
ようになったので、ユーザーの利便性が
大幅に向上した。
　また App Builder についても、従来
からのシンプルな開発手法という特徴は
そのままに、大幅に機能拡張されたので、
より本格的なアプリケーションの作成に
も対応できる。ぜひ本稿を参考に、さら
なる Valence の活用をご検討いただき
たい。
 M

上の画面制御が大幅に向上したことがわ
かる。

　最後に、App Builder におけるスク
リプト機能を紹介する。最新バージョン
では、RPG によるロジック追加に加え、
クライアント側のロジック追加としてス
クリプトが記述できるようになった。
　これにより、RPG に依存しないよう
な画面上の制御も簡単に実装できる。ス
クリプトを追加する際は、動作内容の中
からスクリプトアクションを追加すれば
よい。
　【図 21】の枠内にスクリプトを記述す
ればよいのだが、スクリプトの実装例と
して、先ほどの入庫入力画面に QR コー
ド読み込み機能を追加する。Valenceは、
PCを使用したブラウザでの実行に加え、
専用アプリを使用したモバイルアプリと
しての実行も可能である。モバイルアプ
リの特徴は、デバイスの機能を活用でき
ることである。今回は、デバイスのカメ
ラ機能を活用した QR コード／バーコー
ド読み込みの追加となる。実装例は【ソー
ス 7】となる。
　このスクリプトの追加により、モバイ
ルアプリで実行したときだけ、カメラが
起動するようになり、QR コードやバー
コードが読み取れる。【図 22】 
　なお、PCブラウザからボタンをクリッ
クして実行しようとした場合は、エラー
メッセージが表示されるようになってい
る。
　スクリプトソースのうち、取得した
コードの値を Form 上のどのフィール
ドにセットするかの部分（下線部）だけ
を変更すれば、他のプログラムにもその
まま組み込めるのでぜひ活用してほし
い。

5. さいごに
　本稿では、バージョンアップした最新
版 Valence の進化点を紹介してきた。
　これまでは、既存の PC5250 アプリを
専用エミュレータ上で実行し、App 
Builder で作成した Web アプリをブラ
ウザ上で実行するといったように、それ
ぞれの仕組みを個別に使用するしかな
かった。
　今回のバージョンアップにより、これ
ら異なる種類のアプリが融合され、1 つ

パープログラムと呼ばれる機能である。
Valence5.2 では、ボタン等を Form ウィ
ジェットに配置し、そのボタンをクリッ
クすることで RPG プログラムを実行す
る処理だけがテンプレートで用意されて
いた。しかし最新バージョンで追加され
たヘルパープログラムを使用すると、リ
アルタイムな応答性を備えるインタラク
ティブな画面が作成できる。
　今回紹介する例は、入庫入力を行う画
面である。アプリ起動時に入庫日欄には、
システム日付が初期セットされる。商品
コードの値を変更したタイミングで、自
動的に商品コードの存在チェックを行
い、商品マスタに当該レコードが存在す
る場合は商品名を表示し、存在しない場
合はエラーを表示する。【図 19】
　ヘルパープログラムも、App Builder
と RPG の組み合わせで実装する。Form
ウィジェットの設定画面に追加されたヘ
ルパープログラム欄に、実行したい RPG
プログラムの ID を指定する。【図 20】
　あわせてヘルパープログラムが呼び出
させるタイミングを指定する。設定はこ
れだけである。実際の処理はすべて
RPG で記述する。ヘルパープログラム
は、VALENCE52/QRPGLESRC

（EXNABFHLP）というテンプレート
を も と に 作 成 す る。 今 回 作 成 し た
TEC20PG30 のソースは、【ソース 6】
である。
　このプログラムには、4- ①、4- ②の 2
つの処理がある。4- ①は、初期表示時の
処理であり、実行モードを示す gMode
変数が“formRender” のとき（4- ③）に、
起動時を表している。今回は、4- ④のよ
うにSetValueを使用することで、フォー
ム上に初期値をセットしている。
　gMode がブランクの場合はフィール
ド変更時（4- ②）を表しており、4- ⑤
のように gField 変数に対象のフィール
ド名がセットされる。今回は、4- ⑥のよ
うに vvIn_Char を使用して、フォーム
上の値を取得し、商品マスタの存在
チェックを行い、存在する場合は取得し
た商品名をフォームにセットする。存在
しない場合は、4- ⑦のように SetError
を使用して、エラーメッセージをフォー
ムにセットしている。
　またフォーカスを商品 CD 欄に再セッ
トしている。このようにヘルパープログ
ラムの追加により、Form ウィジェット
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図8　Fusion5250 テーマの設定

図7　Fusion5250 ホストコードページ
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図9　Fusion5250 マクロの呼び出し

ソース1　Fusion5250 マクロ 記述例
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図11　Fusion5250 マクロパラメータ受け渡し

図10　Fusion5250 マクロ実行
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図13　ボタンクリック サンプルプログラム

図12　App BuilderとFusion5250の融合
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ソース2　商品マスタメンテナンス新規登録（TEC010）
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ソース3　SetResponseメソッド（TEC010を変更）

図14　ボタンクリック（EXNABBTN）新API
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図16　ファイルアップロード RPGプログラム呼び出し設定

図15　ファイルアップロード サンプルプログラム
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ソース4　CSVファイルアップロード（TEC20PG10）
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図18　セキュリティ機能 設定画面

図17　セキュリティ機能 サンプルプログラム
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図19　Formウィジェット ヘルパープログラム サンプル

ソース5　スタートアッププログラム（TEC20PG20）
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図20　Formウィジェット ヘルパープログラム 設定
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ソース6　ヘルパープログラム（TEC20PG30）
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ソース7　スクリプト例（QR／バーコードリーダー連携）

図21　スクリプトの実行設定
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図22　バーコード／QRコード読み取り
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